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編
集 

逗
子
市
環
境
都
市
部
ま
ち
づ
く
り
景
観
課 

 

協
力 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
逗
子
の
文
化
を
つ
な
ぎ
広
め
深
め
る
会 

 

募
集 

逗
子
の
景
観
ス
ケ
ッ
チ
や
六
百
五
十
字
以
内
の 

景
観
に
関
す
る
コ
ラ
ム
等
を
募
集
し
て
い
ま
す
。 

『
あ
し
も
と
の
自
然
』 

か
つ
て
、
地
域
の
自
然
と
人
の
暮
ら
し
の
交
わ
る
場
所
に
、

子
ど
も
の
遊
び
場
が
あ
り
ま
し
た
。
自
然
と
暮
ら
し
が
切
り

離
さ
れ
た
こ
と
で
子
ど
も
の
居
場
所
が
な
く
な
っ
た
の
な

ら
、
逆
に
、
子
ど
も
と
本
気
で
遊
ぶ
こ
と
で
、
自
然
と
暮
ら

し
を
も
つ
な
ぎ
直
す
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。 

「
と
び
う
お
ク
ラ
ブ
」
は
10
年
程
前
、
神
奈
川
県
逗
子
市

で
当
時
８
人
の
小
学
生
を
対
象
に
「
放
課
後
は
海
で
遊
ぼ
う
」

と
は
じ
ま
っ
た
、
小
さ
な
活
動
で
し
た
。 

海
や
森
で
遊
び
抜
き
、
子
ど
も
が
自
分
で
感
じ
て
考
え
る
活

動
は
、
今
で
は
未
就
学
児
か
ら
中
学
生
ま
で
の
た
く
さ
ん
の

子
ど
も
が
日
常
的
に
海
を
拠
点
に
活
動
す
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

と
な
り
ま
し
た
。 

          

活
動
は
い
つ
も
子
ど
も
主
体
で
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
や
季 

節
に
合
わ
せ
て
決
ま
っ
て
き
ま
す
。
思
い
っ
き
り
水
の
中
で

過
ご
し
た
り
、
釣
り
を
し
た
り
、
秋
は
カ
ヌ
ー
で
沖
に
出
て
、

波
が
上
が
れ
ば
サ
ー
フ
ィ
ン
を
す
る
。
砂
浜
で
は
砂
い
じ
り

か
ら
始
ま
る
子
も
い
た
り
、
鬼
ご
っ
こ
や
ビ
ー
チ
サ
ッ
カ
ー

で
盛
り
上
が
る
こ
と
も
あ
る
。
冬
は
毎
年
ワ
カ
メ
を
育
て
た

り
も
す
る
。
一
方
で
、
山
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
活
動
も
広
が
り
、

春
は
野
草
を
摘
み
天
ぷ
ら
に
す
る
こ
と
も
あ
る
。
刻
一
刻
と

変
化
す
る
海
と
森
を
も
と
に
自
然
を
学
び
、
そ
の
中
で
逗
子

の
「
あ
そ
び
場
」
と
「
食
」
の
地
図
が
自
ず
と
出
来
上
が
り

ま
し
た
。
「
逗
子
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
レ
ー
ス
」
は
2018
年
か

ら
始
ま
り
、
こ
の
地
図
を
も
と
に
年
に
１
度
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
冒
険
の
場
は
身
近
な
自
然
で
い
つ
も
の
遊
び
場

で
す
。
チ
ー
ム
で
協
力
し
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
を
ク
リ
ア

し
な
が
ら
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
、
子
ど
も
た
ち
が
描
く
地
図

上
の
軌
跡
は
ま
る
で
人
生
の
様
で
、
大
き
な
成
長
の
場
で

も
あ
り
ま
す
。 

子
ど
も
た
ち
の
日
々
の
遊
び
の
中
で
の
経
験
や
、
例
え
ば

浜
辺
で
見
た
美
し
い
夕
日
の
中
の
富
士
山
な
ど
、
体
感
し
た

景
色
が
そ
れ
ぞ
れ
に
蓄
積
し
て
い
き
、
や
が
て
い
つ
か
私
た

ち
が
暮
ら
す
こ
の
町
の
豊
か
さ
を
つ
く
り
だ
す
力
に
な
っ

て
い
く
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 文
・
地
図 

一
般
社
団
法
人
そ
っ
か
発
行 
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」

絵：兼子文太郎 

「岩礁でみつけたタコ」 



⻲岡⼋幡宮の三猿 
逗⼦・鎌倉市内で⼀番古い⻘⾯⾦剛像と三猿!!  
寛文 11 年（1671）笠付型⻘⾯⾦剛像が⻲岡⼋幡宮境内に⽴っていました。逗⼦最古の庚
申塔は、寛文時代に７基あり。その内６基は三猿が並んで彫られています。しかしこの地の
庚申塔は、今まで⾒てきた⻘⾯⾦剛像の⼒強さより⼥性の優しさを漂わせていると感じま
した。そして、三猿の彫られている位置が他とは違いました。正⾯には『聞かざる』しか無
く、側⾯の左⾯に『⾔わざる』右⾯に『⾒ざる』を分けられて彫刻されている貴重な像でし
た。 
⼀⾯六臂の⻘⾯⾦剛像の右⼿に⼸・数珠・宝珠。左⼿に⽭・蛇・餓⻤らしきものを持ってい
ます。その他に、正⾯両側下には⼆鶏はよく⾒えませんが、上の格狭間外には⽇と⽉がはっ
きり⾒えます。持ち物や⼆鶏については、私の目には明瞭でないので、逗⼦図書館内の『路
傍の石仏・その⼆』に記載されていたものを書かせて頂きました。そして、この文章の中
に、鎌倉を意識している文章もありました。『鎌倉市内最古の坂ノ下、御霊社の庚申塔
（1673）よりも早く流⾏を取り⼊れているのは、当時の⼈々の誇らしげな顔が浮かぶ』と
書かれていたのも当時の様⼦が伺え愉快です。稲荷大社の赤い旗が、強風ではためいてい
た⽇でしたので、同じ⽅向からは⾒えない左右の側⾯の『⾔わざる』と『⾒ざる』をつけ加
えて、⻲岡⼋幡宮の⼀角を表現してみました。      文・イラスト 田中 慶美 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

瓦版編集担当 逗子市環境都市部まちづくり景観課  

瓦版のバックナンバー・瓦版冊子は逗子市庁舎一階、まちづくり景観課窓口、市民交流センターに配架しています。 

逗子市 HP やフェイスブックも見てね！ 

10/23（日）逗子市まちづくり景観課のイベント『逗子景観まちあるき』が開催されました。雲ひとつな

い秋晴れのなか全 11 組（20 名）の方が参加してくださいました。お子さんもたくさん参加してくださ

り、逗子の緑豊かなまちなみを味わいながらの楽しいイベントになりました。途中で感想をメモしたり、

イラストを描いたりしながら１時間程度の道のりを散策しました。ゴールは限定公開されていた旧脇村

邸。まちあるき後に邸宅内の見学も楽しめ有意義な一日となりました。 

配布された冊⼦を⼿にコースを回りました。 各ポイントで説明やクイズなどを⾏いました。 

ゴールは築 89 年の旧脇村邸。 邸内でみなさまからの感想を⼀⾔いただきました。 


